
藤
勢
寺
薬
師
祭
は
四
月
九
日

に
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

る
影
響
で
自
粛
が
続
き
、
四
年

ぶ
り
の
開
催
。
稚
児
行
列
な

ど
の
各
種
行
事
を
通
し
、
檀

信
徒
や
住
民
が
コ
ロ
ナ
禍
の

鎮
静
を
含
め
た
諸
願
を
祈
っ
た
。

薬
師
祭
は
藤
沢
の
町
名
の
起
源

と
な
っ
た
遊
行
上
人
堂(

開
山

堂)
の
参
拝
に
始
ま
り
、
未
就

学
児
か
ら
小
学
生
ま
で
十
三

人
の
稚
児
も
登
場
。
男
女
別
の

装
束
を
身
に
着
け
た
稚
児
た
ち

は
薬
師
堂
参
拝
に
同
行

し
、
釈
迦(

し
ゃ
か)
の

誕
生
に
ち
な
む
降
誕
会

で
は
釈
迦
像
に
甘
茶
を

か
け
た
。
地
元
本
郷
神

楽
保
存
会
に
よ
る
恒
例

の
奉
納
も
復
活
し
、
子

供
神
楽
の
鶏
舞
、
本

堂
の
欄
間
に
一
場
面
が

彫
刻
さ
れ
て
い
る
伝
説

を
基
に
し
た
創
作
神
楽

「
玉
取
姫
物
語
」
な
ど

を
上
演
。
会
場
は
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気
と
な
っ

た
。

去
る
春
彼
岸
に
於
い
て
、
永

代
供
養
墓
建
立
に
伴
う
開
眼
供

養
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆

様
方
よ
り
御
協
力
を
賜
り
建
立

出
来
ま
し
た
事
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
以
前
よ
り

問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
合
祀
の

他
に
、
個
人
墓
で
の
申
し
込
み

も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
皆

様
方
の
供
養
に
対
す
る
思
い
を

お
話
頂
き
、
お
寺
か
ら
の
一
方

通
行
で
は
な
く
一
緒
に
御
希
望

に
添
え
る
供
養
の
形
を
見
つ
け

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。尚

、
永
代
供
養
墓
に
隣
接
予

定
の
歴
代
住
職
墓
碑
は
、
引
き

続
き
計
画
通
り
歩
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
御
理
解
と
御
協
力
の

程
、
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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